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は
じ
め
に

『
大
島
筆
記
』
は
、
土
佐
宿
毛
の
大
島
（
高
知
県
宿
毛
市
）
に
繋
留
さ
れ
た
琉
球
楷
船
の
乗
り
組
み
員
か
ら
の
「
聞
書
」

と
、
求
め
に
応
じ
て
琉
球
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
資
料
を
基
に
ま
と
め
ら
れ
た
書
で
あ
る
。
そ
の
間
、
土

佐
か
ら
の
質
問
（
訊
問
）
に
主
に
応
じ
た
の
は
、
楷
船
の
頭
役
で
あ
る
潮
平
親
雲
上
で
あ
り
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
は
土

佐
藩
の
儒
者
、
戸
部
良
煕
で
あ
る
。
琉
球
船
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
の
年
に
「
春
立
楷
船
」
と
し
て
鹿
児
島
に
向

か
っ
て
い
た
が
、
途
中
逆
風
に
遭
い
土
佐
の
柏
島
沖
（
高
知
県
大
月
町
）
を
漂
流
し
て
い
た
の
を
発
見
さ
れ
て
、
薩
摩
か
ら

の
迎
え
が
く
る
ま
で
宿
毛
の
大
島
に
繋
留
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

教
授
館
本
『
大
島
筆
記
』（
国
会
図
書
館
所
蔵
）
の
構
成
は
、
第
一
巻
が
「
漂
着
之
次
第
」
と
し
て
、
乗
船
者
の
名
簿
、

土
佐
漂
着
ま
で
の
経
緯
、
乗
船
者
の
う
ち
の
士
族
等
の
人
物
紹
介
と
そ
の
大
要
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
二
巻
が
「
琉
球

国
体
／
人
物
風
俗
／
年
中
大
略
／
官
位
之
事
／
朝
服
之
事
／
地
名
／
三
十
六
島
／
諸
産
物
大
様
／
琉
語
大
略
」
で
、
こ
れ

が
近
世
琉
球
の
地
誌
全
般
を
記
し
て
い
る
。
第
三
巻
が
「
雑
話
上
」
で
「
琉
球
人
」
か
ら
の
琉
球
を
中
心
に
し
た
「
聞

書
」、
第
四
巻
が
「
雑
話
下
／
附
録
／
再
考
／
出
会
詩
歌
／
絵
図
」
で
、「
雑
話
下
」
は
「
琉
球
人
」
か
ら
の
中
国
情
報
の

「
聞
書
」、「
附
録
」
は
一
七
○
五
年
に
土
佐
清
水
へ
漂
着
し
た
琉
球
船
の
乗
船
者
か
ら
の
「
話
録
」
が
参
考
と
し
て
収
め

ら
れ
て
い
る
。「
再
考
」
は
戸
部
が
「
聞
書
」
等
を
ま
と
め
た
後
、
改
め
て
そ
の
内
容
を
検
討
し
た
記
事
、「
出
会
詩
歌
」

は
戸
部
を
含
む
土
佐
側
と
「
琉
球
人
」
と
の
漢
詩
と
和
歌
の
遣
り
取
り
、「
絵
図
」
は
正
装
し
た
「
琉
球
人
」
の
「
琉
球
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人
冠
服
大
帯
之
図
」
や
潮
平
等
が
乗
っ
た
琉
球
船
「
春
先
楷
船
并
伝
間
之
図
」、
琉
球
船
に
祀
ら
れ
て
い
た
「
天
妃
神
之

像
」
等
で
あ
る
。
第
五
巻
は
「
琉
球
歌
／
琉
球
人
和
歌
／
雨
夜
物
語
／
永
峯
和
文
」
で
、「
琉
球
人
」
の
文
芸
で
あ
る
琉

歌
、
和
歌
、
和
文
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
琉
球
歌
」
は
最
も
早
い
時
期
の
語
注
が
付
い
た
琉
歌
集
で
あ
り
、「
琉
球
人

和
歌
」
は
い
わ
ゆ
る
「
琉
球
物
」
に
収
録
さ
れ
た
江
戸
立
（
江
戸
上
り
）
の
使
者
達
が
江
戸
往
還
の
時
の
歌
枕
の
地
で
詠

ん
だ
和
歌
と
は
異
な
る
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。「
雨
夜
物
語
／
永
峯
和
文
」
は
、
貴
重
な
「
琉
球
人
」
の
和
文
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
、
一
級
の
琉
球
文
学
の
資
料
で
あ
る
。
ま
た
、
第
二
巻
に
あ
る
「
琉
語
大
略
」
は
「
琉
球
物
」
に
入
っ
た
琉
球

語
資
料
と
は
明
ら
か
に
質
量
を
越
え
た
豊
富
な
琉
球
語
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
絵
図
に
し
て
も
、
渡
唐
船
に
乗
せ
ら
れ
て

い
た
「
天
妃
」（
媽
姐
）
が
、
琉
球
楷
船
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
た
重
要
な
事
実
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
見
た
だ
け
で
も
、『
大
島
筆
記
』
は
近
世
琉
球
全
般
の
ま
と
ま
っ
た
地
誌
資
料
で
あ
り
、「
琉
球
人
」
が
語
っ
た

貴
重
な
琉
球
情
報
、
日
本
の
知
識
人
の
興
味
に
よ
く
応
え
た
中
国
情
報
、
さ
ら
に
は
琉
球
と
土
佐
と
の
交
流
の
様
子
や

「
琉
球
人
」
の
文
芸
等
が
収
録
さ
れ
た
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
研
究
篇
で
は
こ
れ
ら
の
重
要
な
記
事
の
一

端
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
論
考
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
「
聞
書
」
が
主
に
記
さ
れ
て
い
る
「
雑
話
上
」「
雑
話
下
」

は
、
興
味
深
い
記
事
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
本
書
の
題
名
を
「
琉
球
船
漂
着
者
の
「
聞
書
」
世
界
」
と
し
た
の
も
、
こ
れ
ら

の
記
事
に
重
要
な
情
報
が
多
く
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
潮
平
等
は
相
当
に
う
ち
解
け
た
様
子
で
、
戸
部
達
の
質
問
に
よ
く
応

え
、
時
に
は
土
佐
か
ら
の
質
問
を
越
え
て
饒
舌
に
語
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
聞
書
」
の
世
界
は
、
琉
球
王
府
が
編
纂

し
た
資
料
で
は
窺
え
な
い
様
々
な
情
報
を
私
た
ち
に
与
え
、
近
世
琉
球
と
琉
球
を
取
り
巻
く
中
国
や
日
本
と
の
交
流
・
交

叉
の
世
界
を
想
像
さ
せ
る
。『
大
島
筆
記
』
は
、
日
本
側
が
間
接
的
な
琉
球
情
報
を
元
に
し
て
叙
述
し
た
「
琉
球
物
」
と

は
質
を
異
に
す
る
書
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
近
世
琉
球
の
文
化
史
を
紐
解
く
一
級
の
資
料
、
あ
る
い
は
琉
球
を
介
し
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た
近
世
期
の
貴
重
な
中
国
情
報
の
書
、
そ
し
て
江
戸
期
の
琉
球
認
識
を
考
え
る
書
に
も
な
っ
て
い
る
。

本
書
『
琉
球
船
漂
着
者
の
「
聞
書
」
世
界
』

―
『
大
島
筆
記
』
翻
刻
と
研
究

―
』
は
、
教
授
館
本
（
土
佐
藩
教
授
館

旧
蔵
）
の
『
大
島
筆
記
』
の
翻
刻
と
『
大
島
筆
記
』
を
知
る
上
で
参
考
に
な
る
資
料
『
琉
球
船
漂
恙
（
着
）
記
』（
高
知
県
立

図
書
館
所
蔵
。『
大
島
筆
記
』
と
同
じ
、
一
七
六
二
年
の
琉
球
船
漂
着
記
録
）、『
大
島
筆
記
』
を
記
し
た
戸
部
良
煕
の
随
筆
『
韓
川

筆
話
』
か
ら
琉
球
関
係
を
抜
き
出
し
た
「『
韓
川
筆
話
』【
抄
】」、
そ
し
て
一
七
九
五
年
の
琉
球
船
土
佐
国
漂
着
「
聞
書
」

資
料
で
あ
る
『
琉
球
人
話
』（
五
藤
家
文
書
、
史
料
番
号
５
０
１
６
、
琉
球
人
認
出
書
付
写　

琉
球
地
誌
等
、
安
芸
市
立
歴
史
民
俗
資
料

館
所
蔵
）
を
附
録
と
し
て
翻
刻
し
、『
大
島
筆
記
』
に
か
か
わ
る
六
本
の
論
文
を
収
録
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、『
大
島
筆
記
』
は
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成　

探
検
・
紀
行
・
地
誌
（
南
島
篇
）』
第
一
巻
（
三
一
書
房
、

一
九
六
八
年
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
が
利
用
し
や
す
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
の
『
大
島
筆
記
』（
白
川
本
、
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
）
は
、
本
書
で
翻
刻
し
た
教

授
館
本
『
大
島
筆
記
』
と
比
べ
る
と
「
雑
話
下
」
が
大
き
く
二
箇
所
、
九
丁
余
り
、
三
十
条
に
も
わ
た
っ
て
欠
落
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
に
、
資
料
と
し
て
は
大
き
な
欠
陥
が
あ
る
。
ま
た
、
語
句
に
附
さ
れ
て
い
る
読
み
（
ル
ビ
）
も
、
相
当
に

落
ち
て
い
る
。
翻
刻
の
校
異
で
は
い
ち
い
ち
示
し
て
い
な
い
が
、
読
み
（
ル
ビ
）
の
脱
落
、
お
よ
び
漢
詩
・
漢
文
に
入
っ

た
訓
点
の
脱
落
は
、
善
本
の
ひ
と
つ
だ
と
思
わ
れ
る
山
内
文
庫
本
、
内
閣
文
庫
本
に
も
相
当
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
構
成
に

関
し
て
も
教
授
館
本
で
は
第
四
巻
に
入
る
「
出
会
詩
歌
」
と
「
絵
図
」
が
、
山
内
文
庫
本
、
内
閣
文
庫
本
、
活
字
本
で

は
『
大
島
筆
記
』
の
末
尾
に
あ
る
「
永
峯
和
文
」
の
後
に
入
っ
て
お
り
異
同
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
「
永
峯
和
文
」
の
最

後
に
記
さ
れ
た
和
歌
「
あ
ま
さ
か
る
雲
井
の
よ
そ
の
草
ま
く
ら　
思
ひ
や
る
に
も
ぬ
る
ゝ
袖
か
な
」
が
、
山
内
文
庫
本
等

で
は
、
戸
部
良
煕
が
「
永
峯
」
に
「
送
別
の
和
歌
」
を
請
わ
れ
て
詠
ん
だ
歌
に
な
っ
て
い
る
。
全
体
の
構
成
か
ら
い
っ
て
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も
、
第
五
は
「
琉
球
人
」
の
文
芸
（
琉
歌
・
和
歌
・
和
文
）
を
集
め
た
巻
で
あ
り
、「
出
会
詩
歌
」
と
「
絵
図
」
は
第
四
巻
に

あ
る
方
が
よ
く
、「
永
峯
和
文
」
に
「
出
会
詩
歌
」
と
「
絵
図
」
が
続
く
の
は
、
不
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
加
え
て
、
戸

部
が
「
永
峯
」
に
「
送
別
の
和
歌
」
を
請
わ
れ
て
詠
ん
だ
歌
に
つ
い
て
も
、「
あ
ま
さ
か
る
」
の
歌
よ
り
も
教
授
館
本
が

記
す
「
わ
か
れ
て
ハ
た
よ
り
も
波
の
沖
津
国　
月
の
行
衛
の
空
や
な
か
め
む
」
が
、
送
別
の
歌
と
し
て
相
応
し
い
の
で
は

な
い
か
。
す
な
わ
ち
、『
大
島
筆
記
』
の
構
成
、
記
さ
れ
た
項
目
、
語
句
に
附
さ
れ
た
読
み
（
ル
ビ
）
等
に
つ
い
て
も
、
教

授
館
本
が
最
も
整
っ
た
本
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
で
こ
れ
を
翻
刻
す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
る
。

『
大
島
筆
記
』
の
附
録
と
し
て
翻
刻
す
る
『
琉
球
船
漂
恙
（
着
）
記
』『
琉
球
人
話
』
は
、『
大
島
筆
記
』
が
単
に
「
聞

書
」
を
含
め
た
琉
球
船
の
漂
着
記
録
、
あ
る
い
は
漂
着
報
告
書
で
は
な
く
、
よ
く
構
成
が
図
ら
れ
た
琉
球
紹
介
の
書
、
地

誌
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
参
考
資
料
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
大
島
筆
記
』
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
琉
球
記
事

も
記
さ
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。
ま
た
、「『
韓
川
筆
話
』
抄
」
に
は
、
土
佐
を
離
れ
た
潮
平
と
戸
部
の
そ
の
後
の
交

流
が
記
さ
れ
る
記
事
（「
朝
安
気
之
茗
」）
が
あ
る
。
戸
部
は
潮
平
等
を
鹿
児
島
に
送
っ
た
後
、
茶
好
き
の
潮
平
に
茶
を
贈

り
、
潮
平
は
そ
の
礼
に
「
小
翰
」
を
添
え
て
「
清し
ん

明み
ん

茶さ

」
を
送
っ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
戸
部
の
随
筆
で
あ
る

「『
韓
川
筆
話
』
抄
」
に
も
興
味
深
い
記
事
が
散
見
さ
れ
、『
大
島
筆
記
』
の
理
解
の
参
考
に
な
る
。

研
究
篇
に
収
め
ら
れ
た
六
本
の
論
文
は
、『
大
島
筆
記
』
に
か
か
わ
る
論
考
、
あ
る
い
は
『
大
島
筆
記
』
を
資
料
と

し
た
論
考
で
あ
る
。
巻
頭
の
横
山
學
「
宝
暦
十
二
年
琉
球
国
船
漂
着
記
録
『
大
島
筆
記
』
諸
本
に
つ
い
て
（
改
訂
）」
は
、

『
大
島
筆
記
』
の
諸
本
の
比
較
を
論
じ
た
論
文
で
あ
る
。『
大
島
筆
記
』
の
書
誌
的
な
研
究
の
出
発
に
な
る
論
で
あ
る
。
島

村
幸
一
「
土
佐
国
漂
着
の
琉
球
船
「
聞
書
」
資
料
の
世
界

―
『
大
島
筆
記
』
を
中
心
に

―
」
は
、
一
七
六
二
年
の
漂

着
資
料
『
大
島
筆
記
』
を
中
心
に
置
い
て
、
そ
の
前
の
漂
着
資
料
（
一
七
○
五
年
）
と
そ
の
後
の
漂
着
資
料
（
一
七
九
五
年
）
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を
重
ね
て
、
三
度
に
わ
た
る
漂
着
の
解
説
を
し
な
が
ら
興
味
深
い
漂
着
者
に
焦
点
を
あ
て
た
論
で
あ
る
。
ま
た
、
三
度
の

漂
着
資
料
に
み
る
琉
球
の
日
本
文
芸
享
受
を
論
じ
て
い
る
。
次
の
真
栄
平
房
昭
「
琉
球
人
の
唐
旅
見
聞
談
に
つ
い
て
」
は
、

「
雑
話
下
」
等
に
見
ら
れ
る
渡
唐
し
た
「
琉
球
人
」
の
中
国
記
事
を
論
じ
た
論
で
あ
る
。
何
が
見
聞
記
事
と
し
て
記
さ
れ

る
か
は
、
こ
ち
ら
側
が
知
り
た
い
中
国
情
報
で
も
あ
っ
て
、
そ
れ
は
同
時
に
琉
球
や
日
本
の
中
国
認
識
を
探
る
こ
と
に
も

な
る
。
屋
良
健
一
郎
「
近
世
に
お
け
る
琉
球
人
の
日
本
漂
着
」
は
、
琉
球
船
が
日
本
に
漂
着
し
た
際
の
日
本
側
の
対
応

を
論
じ
た
論
で
あ
る
。『
大
島
筆
記
』
で
は
直
接
に
は
窺
え
な
い
が
、
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
異
国
で
あ
っ
た
琉
球
の
漂

着
者
は
、
特
別
な
場
合
を
除
い
て
土
佐
へ
の
上
陸
を
許
さ
れ
て
い
な
い
。
嘉
手
苅
徹
「『
大
島
筆
記
』
を
め
ぐ
る
唐
手
の

「
伝
来
」
に
関
す
る
一
考
察
」
は
、『
大
島
筆
記
』「
雑
話
上
」
に
記
さ
れ
た
武
芸
（
唐
手
）
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
。
琉
球

の
武
芸
に
か
か
わ
る
記
事
は
、『
大
島
筆
記
』
が
初
出
で
あ
る
と
い
う
。
武
芸
だ
け
で
は
な
く
、『
大
島
筆
記
』
に
は
茶
、

紙
、
酒
、
筆
、
硯
、
医
術
、
生
け
花
、
絵
画
、
書
、
文
芸
等
、
様
々
な
文
化
史
的
な
記
事
や
、
江
戸
立
（
江
戸
上
り
）、
為

朝
関
連
記
事
等
が
満
載
さ
れ
て
い
る
。
最
後
の
橋
尾
直
和
「『
大
島
筆
記
』
に
記
さ
れ
た
琉
球
語
」
は
、「
琉
語
大
略
」
を

始
め
と
す
る
琉
球
語
資
料
、
あ
る
い
は
語
句
に
附
さ
れ
た
読
み
（
ル
ビ
）
か
ら
当
時
の
琉
球
語
を
探
り
、
琉
球
語
の
変
遷

を
論
じ
た
論
で
あ
る
。
以
上
、
六
本
の
研
究
は
『
大
島
筆
記
』
が
様
々
な
分
野
に
広
が
る
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
。

高
知
を
含
め
、
琉
球
船
の
漂
着
資
料
は
今
後
と
も
各
地
で
数
多
く
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

に
よ
る
様
々
な
研
究
の
展
開
が
考
え
ら
れ
る
。
本
書
の
刊
行
が
そ
の
切
っ
掛
け
の
一
端
を
担
う
書
に
な
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

島
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一
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